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ゼブラフィッシュの受精卵を96時間化学物質にばく露し、
4種の症状を死亡の指標として96時間LC50を求める試験です。

OECDテストガイドライン236 （GLP適合可）

様々な試験設計（GLP、非GLP、簡易試験等）が可能です。
お気軽にご相談ください。

魚類胚期急性毒性試験

試験
概要

24ｳｪﾙﾌﾟﾚｰﾄ

半数致死濃度
LC50を算出

死亡胚
正常胚

96時間

ばく露
（受精後90分以内）

選別

受精卵

試験液

動物愛護の観点から、魚類急性毒性の評価に
本試験が利用可能**

胚の凝集 体節不形成 尾部の未分離 心拍の停止

4種の症状を死亡の指標としてLC50を算出

** EURL ECVAM Recommendation, 2014, EUR 26710, doi: 10.2788/87475 

*

欧州では摂餌可能になる前の時期（～受精後120時間）の
魚類胚は非動物と定義*

* EU (European Union), 2010. Directive 2010/63/EU
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